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議会運営委員会会議録 

 

平成２８年１２月７日 水曜日 

  午後４時２０分開議 

  午後４時５４分閉議（実時間３４分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．付議案件について 

 （１）委員会付託 

 （２）市長追加提出予定議案 

 （３）その他 

１．その他 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  野 﨑 伸 也 君 

副委員長  松 永 純 一 君 

委  員  亀 田 英 雄 君 

委  員  中 山 諭扶哉 君 

委  員  成 松 由紀夫 君 

委  員  古 嶋 津 義 君 

委  員  前 垣 信 三 君 

委  員  増 田 一 喜 君 

委  員  村 上 光 則 君 

委  員  村 川 清 則 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

議  長  鈴木田 幸 一 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 財務部長       岩 本 博 文 君 

 議会事務局長     東 坂   宰 君 

                              

○記録担当書記     嶋 田 和 博 君 

            梅 野 展 文 君 

 

（午後４時２０分 開会） 

○委員長（野﨑伸也君） 皆さん、こんにち

は。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり） 

 一般質問、大変御苦労さまでした。（｢お疲

れでした」と呼ぶ者あり） 

 ただいまから議会運営委員会を開会いたしま

す。 

                              

◎付議案件について 

○委員長（野﨑伸也君） まず、議題の１番

目、付議案件についてを議題とし、（１）委員

会付託の（イ）議案１７件について説明を求め

ます。 

○議会事務局長（東坂 宰君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり） 

 それでは、議案１７件につきまして、説明さ

せていただきます。座って説明いたします。 

 お手元の委員会付託表（議案）をごらんいた

だきたいと思います。 

 まず、建設環境委員会へは、議案第１２４号

関係分、議案第１２６号、１２８号、１３８

号、以上の予算議案３件と条例議案１件の合計

４件でございます。 

 次に、文教福祉委員会へは、議案第１２４号

の関係分、議案第１２５号、同１２７号、同１

３９号、同１４０号の予算議案３件と条例議案

２件の合計５件でございます。 

 次に、経済企業委員会へは、議案第１２４号

の関係分、議案第１２９号、同１３０号、同１

３１号、同１３２号、以上、予算議案１件と事

件議案４件の合計５件でございます。 

 最後に、総務委員会へは、議案第１２４号関

係分、議案第１３３号、同１３４号、同１３５

号、同１３６号、同１３７号、以上、予算議案

１件、条例議案５件の合計６件でございます。 

 なお、次のページに、議案第１２４号・平成
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２８年度八代市一般会計補正予算・第７号につ

きまして、それぞれの歳入の文言事項及び歳出

の款項目別の付託表を添付いたしておりますの

で、ごらんいただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○委員長（野﨑伸也君） ただいま説明が終わ

りましたけれども、何か質疑等ございますか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） それでは、お手元の

付託表のとおり、その審査を各常任委員会に付

託することといたしたいが、これに御異議あり

ませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 次に、（ロ）請願５件、陳情７件について説

明を求めます。 

○議会事務局長（東坂 宰君） それでは、請

願、陳情について説明いたします。 

 お手元の請願・陳情付託先審査用（議会運営

委員会用資料）をごらんいただきたいと思いま

す。 

 １２月定例会開会日翌日の１１月２９日の午

後５時までに受理いたしましたのは、請願５

件、陳情７件でございます。 

 まず、請願第４号・二見校区への光ブロード

バンド整備についてでありますが、これは、八

代市二見下大野町１４６３―１、二見住民自治

協議会会長の瀧本眞敏さんから提出されたもの

で、担当課は企画振興部の情報政策課となって

おります。なお、紹介議員は中村和美議員さん

です。 

 次に、請願第５号・鏡町北新地ほか６地域の

光回線による情報通信基盤整備の早期実施につ

いてでありますが、これは、八代市鏡町内田４

６８―１、鏡まちづくり協議会会長の福嶋達期

さんから提出されたもので、担当課は企画振興

部の情報政策課となっております。なお、紹介

議員は、古嶋津義議員さん、前川祥子議員さ

ん、橋本隆一議員さんでございます。 

 次に、請願第６号・日奈久校区の光回線によ

る情報通信基盤整備の早期実施についてであり

ますが、これは日奈久塩南町甲１３番地、日奈

久住民自治会会長、平田啓爾さんから提出され

たもので、担当課は企画振興部の情報政策課と

なっております。なお、紹介議員は中山諭扶哉

議員さんです。 

 次に、請願第７号・鉄道の安全・安定輸送及

び地域を支える鉄道の発展を求める意見書の提

出方についてでありますが、これは福岡市博多

区博多駅前２丁目３―２３、九州旅行鉄道労働

組合中央執行委員長、許斐元文さんから提出さ

れたもので、担当課は企画振興部の企画政策課

及び財務部の資産税課となっております。紹介

議員は野﨑伸也議員さんです。 

 次に、請願第８号・安保法制（戦争法）を発

動せず、自衛隊に駆けつけ警護など新任務を付

与せず、南スーダンから撤退すること及び安保

法制（戦争法）の廃止を求める意見書の提出方

についてでございますが、これは坂本町鮎帰い

１１４５、山本隆英さんから提出されたもの

で、担当課は、該当する課がございません。な

お、紹介議員は亀田英雄議員さん、大倉裕一議

員さん、幸村香代子議員さん、笹本サエ子議員

さんです。 

 次に、陳情第１７号・介護保険制度の見直し

と介護従事者の勤務環境改善及び処遇改善の実

現を求める意見書の提出方についてですが、こ

れは、熊本市中央区神水１丁目１４―４１、熊

本県社会保障推進協議会会長、鳥飼香代子さん

から提出されたもので、担当課は健康福祉部長

寿支援課でございます。 

 次に、陳情第１８号・地域の実情に応じた医

療提供体制の確保を求める意見書の提出方につ

いてですが、これは熊本市中央区神水１丁目１

４―４１、熊本県社会保障推進協議会会長、鳥
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飼香代子さんから提出されたもので、担当課は

健康福祉部健康福祉政策課です。 

 次に、陳情第１９号・安全・安心の医療・介

護の実現と夜勤交代制労働の改善を求める意見

書の提出方についてですが、これは熊本市中央

区神水１―２０―１５、熊本県医療介護福祉労

働組合連合会執行委員長、田中直光さんから提

出されたもので、担当課は健康福祉部長寿支援

課、国保ねんきん課、健康福祉政策課です。 

 次に、陳情第２０号・国民健康保険の改善に

向けた意見書の提出方についてですが、これは

熊本市中央区神水１丁目１４―４１、熊本県社

会保障推進協議会会長、鳥飼香代子さんから提

出されたもので、担当課は健康福祉部国保ねん

きん課です。 

 次に、陳情第２１号・農用地区域からの除外

についてですが、これは沖町４４３３番、中野

弘さんから提出されたもので、担当課は農林水

産部農林水産政策課です。 

 次に、陳情第２２号・龍峯校区への光回線に

よる情報通信基盤整備の促進についてですが、

これは岡町小路６０４、坂井龍祐さん外５名か

ら提出されたもので、担当課は企画振興部情報

政策課です。 

 最後に、陳情第２３号・所得税法第５６条の

廃止を求める意見書の提出方についてですが、

これは新町６―１１、八代民主商工会婦人部代

表、前田チヅ子さんから提出されたもので、担

当課はございません。 

 このほかに、委員会への参考送付分といたし

まして、先日説明いたしました４件と、新たに

受理しました１件、平成２９年度税制改正に関

する提言についての合計５件を関係委員会へ参

考送付させていただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○委員長（野﨑伸也君） ただいま、請願・陳

情についての説明が終わりましたが、何か御質

問等ございませんか。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） それでは、委員会の

付託について、どのようにいたしましょうか。

（｢委員長から進めてください」と呼ぶ者あ

り）私のほうで進めて結構でしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） それでは、お手元の

別紙に基づき、一つずつ決定したいと思いま

す。別紙のほう、ありますでしょうか。大丈夫

ですか。 

 それでは、請願第４号から請願第７号まで、

こちらについては、担当課、企画振興部、ある

いは財務部資産税課というふうに並んでおりま

すので、付託委員会については総務委員会とい

うふうに思います。 

 請願第８号につきましては、担当課がないと

いうことでございますので、こちらのほうも総

務委員会ということになろうかと思います。 

 続いて、陳情第１７号から陳情第２０号ま

で、こちらについては健康福祉部長寿支援課、

あるいは健康福祉政策課、国保ねんきん課とい

うようなことでございますので、こちらは文教

福祉委員会ということになろうかと思います。 

 陳情第２１号につきましては、所管が農林水

産部農林水産政策課ということでございますの

で、経済企業委員会になろうかというふうに思

います。 

 陳情第２２号につきましては、企画振興部情

報政策課ということでございますので、総務委

員会になろうかと思います。 

 陳情第２３号につきましては、担当課がない

ということでございますので、こちらも総務委

員会になろうかというふうに思います。 

 以上、委員長案ということでございます。 

 何か御異議ございますか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） それでは、ただいま

御協議いただきましたとおり、所管の常任委員
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会に付託することに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 次に、（２）市長追加提出予定議案１件につ

いて説明を求めます。 

○財務部長（岩本博文君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり） 

 財務部、岩本でございます。座りまして、説

明をさせていただきます。 

 それでは、一般質問の最終日でございます、

１２月８日木曜日に追加予定の議案といたしま

して、予算議案を、１件をお願いいたします。 

 一般会計補正予算・第８号といたしまして、

予算総額は６０６０万円でございます。 

 内容は、熊本地震におきまして、家屋が一部

損壊した世帯で、住家の修理費が３０万円以上

１００万円未満の修理費を要した場合、その世

帯に見舞金３万円を支給する経費などを補正す

るものでございます。 

 今回の追加補正の提案に当たりましては、熊

本県が支給されます一部損壊住宅の世帯に対す

る義援金との関連整理が整いましたので、早急

に取りかかるべきと判断いたしまして、一般質

問の最終日に追加させていただきたいと考えて

おります。 

 以上でございます。どうぞよろしくお願いい

たします。 

○委員長（野﨑伸也君） 説明は終わりました

けれども、何か質疑ございますか。 

○委員（古嶋津義君） ６０６０万円の財源の

内訳。 

○財務部長（岩本博文君） ４０６０万円が、

災害寄附金から持ってきます。残りの２０００

万円、これはふるさと納税の基金からの繰入金

でございます。 

○委員長（野﨑伸也君） ほかにございます

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） それでは、市長追加

提出予定議案１件についての委員会付託につい

て協議いたします。 

 委員会付託はいかがいたしましょうか。

（｢付託でお願いします」「委員会付託でお願

いします」と呼ぶ者あり） 

 今、付託でというようなお言葉がございまし

た。ほかによろしいですか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） それでは、お諮りい

たします。 

 市長追加提出予定議案１件については、委員

会付託することに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 それでは、委員会の付託先について説明を求

めます。 

○議会事務局長（東坂 宰君） それでは、市

長追加提出議案１件の委員会付託について説明

いたします。 

 ただいま配付いたしました委員会付託表（追

加議案）をごらんいただきたいと思います。 

 追加提案されました議案第１４１号・平成２

８年度八代市一般会計補正予算・第８号の付託

先につきましては、文教福祉委員会へ歳出を、

また、総務委員会へ歳入及び繰越明許費を、そ

れぞれ付託になります。 

 以上でございます。 

○委員長（野﨑伸也君） 説明は終わりました

けれども、何か質疑等ございますか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） それでは、その審査

を所管の常任委員会に付託することといたした

いが、これに御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） 御異議なしと認め、
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そのように決しました。 

 次に、（３）その他について、何かありませ

んか。 

○議長（鈴木田幸一君） 付議案件についてで

すけれども、その他の地方議会議員の厚生年金

の加入を求める意見書の提出等についてであり

ます。 

 私のほうから１点ございました。１１月２１

日の議会運営委員会において、関係委員会に参

考送付されました要望書のうち、地方議会議員

の厚生年金への加入を求める意見書の提出等に

ついてでありますが、これは、全国市議会議長

会から各市区議会に対して、１２月定例会で意

見書を議決の上、国会や関係行政庁に提出する

とともに、地元選出の国会議員への働きかけを

要請するものであります。 

 つきましては、本件について、議会運営委員

会において議題として御協議いただければと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○委員長（野﨑伸也君） ただいま議長より当

委員会へ参考送付されております、地方議会議

員の厚生年金への加入を求める意見書の提出等

についてを議題として協議願いたいとのことで

ありました。 

 この際、本件を議題として協議したいと思い

ますが、御異議ございませんか。ありません

か。 

○委員（山本幸廣君） 内容についてはないん

ですけども、全国議長会――。 

○委員長（野﨑伸也君） 内容は今からなんで

すが。よろしいですか。 

○委員（山本幸廣君） 結構です。 

○委員長（野﨑伸也君） 協議のほうは進めて

よろしいですか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） それでは、早速、異

議なしということで、協議に入りたいと思いま

す。 

 まず、本件について、事務局の説明を求めま

す。 

○議会事務局長（東坂 宰君） それでは、地

方議会議員の厚生年金への加入を求める意見書

の提出等について説明いたします。 

 配付しております、右下にですね、丸い受付

印、第７７７号というのがあるかと思いますけ

ども、ごらんいただければと思います。 

 平成２８年１０月２４日付で、各市区議会議

長宛てに、全国市議会会長より、地方議会議員

の厚生年金への加入を求める意見書の提出等に

ついてという依頼がございました。 

 段落の２つ目で、去る１０月１４日に開催さ

れた被用者年金制度加入推進会議におきまし

て、地方議会議員においても、厚生年金に加入

できるようにするための法整備を早急に実施す

るよう、引き続き関係機関に要望することを決

定し、その実現に向けて取り組んでいくことを

確認したところでございます。 

 それを受けまして、各市議会におきまして

も、この趣旨を御理解いただき、厚生年金への

加入の実現に向けて、１２月の定例会において

意見書を議決の上、国会及び関係の行政庁に提

出していただきたい。また、地元の選出国会議

員に対して要望するなど、積極的に対応いただ

きたいという依頼でございます。 

 これまでの経過を若干お話しさせていただき

ますと、平成２３年の６月に議員年金が廃止さ

れました。そのとき、衆参両院の総務委員会に

おきまして附帯決議が出されており、そのうち

の一つではありますけれども、おおむね１年程

度をめどとして、国民の政治参加や地方議会に

おける人材確保の観点を踏まえた新たな年金制

度について検討を行うことというものがござい

ました。 

 この意見書提出依頼の根源には、今日地方議

会制度の機能強化が一層求められております
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が、近年地方議会議員のなり手不足が深刻化し

ており、その要因の一つとして、議員に係る年

金制度の不安定さが挙げられているところでご

ざいます。 

 また、地方議会議員を目指す全ての人が、そ

の志の実現に邁進できるよう、年金制度を時代

にふさわしいものとすることが、議員志望者の

増加、ひいては地方議会制度の機能強化につな

がっていくとの考え方があると理解いたしてお

ります。 

 また、この意見書の取り扱いについては、１

１月の頭に出た新聞記事ではございますけれど

も、都道府県の中で２４の道県議会で、これと

同じような意見書の採択といいますか、意見書

を取りまとめたという記事が載っていたという

ことも、情報として提供させていただきます。 

 以上でございます。 

○委員長（野﨑伸也君） ただいま説明は終わ

りましたけれども、山本委員、質疑を。 

○委員（山本幸廣君） まずは、全国議長会

で、年金が、我々は廃止になってから、新しい

年金制度を求めていくというのは理解します

が、この意見書の（案）の中でですね、局長に

言うてもならんのですが、私の、鈴木田議長

に、議長会で検討なされたということで理解を

いたしますが、先ほど来局長が言われました、

人材確保の観点からということで、いかにも我

々を侮辱したような文字であるわけですね、現

役の議員をですね。人材確保という、この文字

を書かれること自体がですね、年金制度の廃止

の中で、我々を侮辱をしたといっちょん変わら

ないんですよ。私は本当、これはもう、侮辱と

いっちょん変わらないと思ってます、この全国

議長会の鼻垂れたやつは、はっきり言ってか

ら。 

 私は、本当、この８０％の年金制度を廃止す

るときは大変苦労した一人なんですよ。だから

こそ、強く言うんですけども。 

 人材確保は、人材はしっかりした人材がある

んだけども、将来性の身分の保障というのをで

すね、年金層で確保したいという、そういうふ

うなですね、意見書の提出なら、私は賛同しま

すよ。 

 何か、中身についてはですね、これは、我々

が本当に何か、ためにならん地方議員が多かっ

かなというふうな、そういうふうな意識を持つ

じゃないですか。もう少し、意見書については

ですね、真剣に捉えて、そしてまた、県下議長

会、九州議長会も含めて、鈴木田議長、こうい

う意見書についてはですね、全国議長会で、事

務レベルでやったと思うんですけども、これは

しっかりした意見を述べるところは意見を述べ

て、本当に年金制度は１年間、新しい年金制度

をするならばですね、どういうふうな年金制度

をつくったらいいのかて、地方の議員の意見を

聞くのがですね、まずは先なんですよ。それを

頭だけでつくってですよ、意見書に賛成してく

ださい、何日までに出さなければ、衆議院議長

やらは、それはいいんですけども、やはり我々

の身分の保障だけはですね、きちっとしていた

だく。これはどういうふうな内容があるかと、

年金制度のですね。それはやっぱし、事前に私

は報告すべきだったと、そのように思います。

苦言でありますから。改善するよりも、改善を

してください、中身についてもですね。そうい

うふうな意見書を出しましょうや、別にまた。 

○委員長（野﨑伸也君） 今、山本委員から人

材確保のというようなことがございましたが、

この文言については案ですので、八代市議会の

ほうで変更しても、当然いいのかなと、私は思

っておりますので、人材というのじゃなくてで

すね、人員とか、そういったものがあるかと思

いますけれども。 

 そのほか、質疑ございませんか。 

○委員（成松由紀夫君） とり方はいろいろあ

るんですけど、あくまで案ですので、多分議長



 

－7－

が行かれて、賛同を、ある程度された部分もあ

っとでしょう。そこはどうなんですか。全国議

長会の。 

○議長（鈴木田幸一君） この人材確保という

ことは、別に議長会の中では取り上げられては

おらなかったんですけれども、結局若い人たち

がなかなか立候補しにくい状況だていうことだ

と、私は理解しておりましたので、そのまま了

解したわけであります。 

 人材確保ちゅうとは、今の議員が悪いとか、

いいとかということじゃなくて、これから手を

挙げて、議会、政治家になろうてしても、なか

なか、若い時期に手を挙げて、もし当選すれば

政治家なんですけれども、落選するならば、も

うあくる日から、もしかすると生活保護もらわ

んばならんかもしれんていう状況があるという

ことの理解を、私、したわけであります。それ

で、そういった意味では、やっぱし優秀な人た

ちが、なかなか手を挙げにくい状況ができてい

る、この年金が廃止されたことによって、そう

いった意味で、私はとらせていただきました。 

 それで、これについても、全部の議長の中か

ら、このことに対して意見があったということ

じゃありませんけれども、もし、この中で、こ

の文言については、もう少し変えたがいいとい

うことであるならば、それはそれとして、向こ

うの、中央のほうにですね、議会のほうに、議

長会のほうにも伝えたいと思います。 

 以上です。 

○委員（成松由紀夫君） ということは、八代

オリジナルじゃないですけど、自分たちで、ま

た文言を訂正するなり、何なり、ただですね、

年金のなくなる人のせんとか、人材がどうとか

じゃなくて、はっきり言って、兼業みたいに思

われている節もあるんですけど、専業的に議員

さん方、皆さんやっておられるというふうに思

うとですよね。あくまで、これは身分の保障の

観点の部分だけをしっかり捉えて、人材不足

だ、何だというとですね、本当山本議員が言わ

れるような取り方も出てくるけん、あくまで身

分の保障というところに、ちょっと重視して、

少し文言を訂正するぐらいで、あとは進められ

たらいいと思います。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） 私は、長年議会、議員

活動をしてきたんで、人材確保というのは、会

社の用語なんですよね。人材というのは、もと

もと材ばみてんなっせよ。辞典くっただけで。

全国議長会はこれぐらいかなて思うですよ、言

っちゃあなんばってんが。人材確保じゃ、こり

ゃいかん。人員とか何かなら、それは何なっ

と、人材確保なんて。それは、私としてはあん

まりよくない一つの案だけどもですね、そうい

う意見があったということはですね、ひとつ、

局長も含めてからですね、八代市議会はそうい

う意見がありましたと。 

○委員長（野﨑伸也君） 今ほどですね、案の

関係についてですね、お話をしていただいてお

りますけれども、こちらについては、八代市議

会として意見書案としてですね、提出するとい

うようなことでございますので、今、人材確保

というような文言についてですね、議論されて

おりますので、その部分について、修正等です

ね、ちょっと行いながら、対案というか、もう

１個新しくつくり直してですね、皆さん方のほ

うに、次の――。 

○委員（松永純一君） 対応方針の中でです

ね、議長、議員年金に係る最新の動向とか書い

てあってですね、被用者年金制度への加入から

厚生年金への加入に改めるて書いてあるんです

ね。私、厚生年金に入ったことがないからわか

らないんですが、共済年金ですので、いわゆる

年金に加入した場合の保険料は、本人の保険料

だけですか。それとも事業所、普通は厚生年金

も、恐らく本人と事業所の折半だろうと思うん

ですよね。そうすると、議員の場合は、八代市
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が負担する部分も出てくるんじゃないかという

ふうに思うんですけど、そのあたりの金額とか

っていうのは、わかっているんですか。本人の

年金の掛け分とか、事業所、いわゆる雇う側が

掛ける分とかというのはあるんですか。 

○議長（鈴木田幸一君） まだ具体的にはそこ

まではいっておりません。ただ、議員年金がな

くなったことによって、やはり将来的な保障が

全くないではいかんということからのですね、

発想でありまして、今後の、これは課題ですの

で、恐らく、これは恐らくですけれども、個人

出しただけじゃなくて、やっぱりいろんな機関

からのですね、そうしたのも予算の計上も上が

ってくるとは思います。 

 ただ、今そういったところまで練り上げれん

で、とにもかくにも、議員の、やっぱし、――

そうですね。 

○委員（山本幸廣君） 今、議長が言われたと

おりですね、（案）でありますけれども、意見

書だけは出さないかんということで、中身につ

いてのですね、証左についてはですよ、やはり

地方議会の意見というのが一番大事なんです。

これは厚生年金に加入する中で、どれだけ自分

の、今所得の、報酬の中でどれくらい厚生年金

費用というのが、年間にあるのか、計上するの

かですね、大体わかるわけでしょう。そうした

ら、はっきり言って、今の八代市の議員報酬を

見てくださいよ。最低に近いじゃないですか。

となれば、やっぱし議員の報酬を上げなきゃい

けないというようなことも考えないかんわけで

すからですね、そういうのが、やっぱし考えて

いく八代市議会だと思います。ましてや、短く

なった任期の中で、議員定数を物語る中でです

よ、それは、普通なら大体ノーて言いたいんで

すけども、まあ、案ですからですね、これから

議論はさせてください。 

○委員（増田一喜君） それとですね、これは

被用者年金制度への加入から厚生年金への加入

としているでしょう。加入するのはいいんだけ

ど、どれだけ年数入っとったらもらえるように

なるか。受給資格みたいな、そういうのもきち

んと、ただ文言がこれからこれに変わりますよ

というのは、入りました、なら、１回払いまし

た、１カ月後には死にましたとか、そうなった

とき、来っとかいという、そのあれもあります

ね。わざわざこれをしたけんて、もらえないよ

うな状況であれば、ちょっとわからんけど、そ

こらあたりも詳しく聞いてみないと。 

○委員長（野﨑伸也君） 増田委員、よろしい

ですか。今ですね、多分意見書案を出してくれ

っていうような御依頼なんですよ。 

 そういった議論が重なってきて、それで、や

っとテーブルにのって話が進んでいくというよ

うな状況になろうかと思います。 

 先ほどの、じゃあ、自分たちが幾ら負担し

て、市が幾ら負担するのかというような金額

も、まだ確定してないというような状況でござ

います。今、言われて、いつ、どんくらい掛け

たらもらえるとかという話もですね、これから

の議論ということになりますので、とりあえず

は、こういった意見書をですね、出していただ

きたいというような案でございますので、そこ

を御理解いただきたいと思います。 

○委員（増田一喜君） 結局、これは議長宛て

に来とるけん、議長が中身は、それは。 

○委員長（野﨑伸也君） いや、そこまではな

いです。今からなんです。（｢議運の委員長の

ほうが詳しかごたる」「今言われたけ」「中身

の精査じゃなかけんな」「私は個人的には反

対。余命幾ばくもない」と呼ぶ者あり） 

 ほかにございますか。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） それではですね、申

しわけございませんが、私としては、今、この

意見書案についてはですね、提出していく方

向、あるいは議長のほうでですね、要望活動の
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ほうをですね、していただきたいというような

ことで、皆さんにお諮りをしたいんですけれど

も、それに御異議等ございますか。よろしいで

すか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） それでは、御異議な

しと認め、そのように決しました。 

 つきましては、要望活動については、議長に

一任することとし、意見書の提出については、

当委員会で発議したいと思いますが、御異議あ

りませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） それでは、そのよう

に決しましたが、案文、先ほどですね、皆さん

方から御意見、いろいろといただきましたけれ

ども、案文につきましては、重々ですね、今、

意味をですね、理解しながら、事務局と調整を

させていただきたいと思います。 

 後日、発議の手続をとらせていただきます。 

 なお、趣旨弁明はどなたにお願いいたします

か。（｢委員長に」と呼ぶ者あり） 

 今、委員長、私というようなことでございま

したので、それでよろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） それでは、そのよう

に決しました。 

                              

◎その他 

○委員長（野﨑伸也君） 次に、議題の２番目

のその他についてでありますが、私のほうから

１つ相談がございます。 

 委員会の管外行政視察の件ですけれども、皆

さん御承知のとおり、各派代表者会から、各委

員会で足並みをそろえることが望ましいとの意

向を受け、さきの９月定例会中に、私と４常任

委員会委員長で協議を行い、少なくとも年内の

行政視察は行わないこととし、年明け以降につ

いては、１２月議会定例会中に、各委員会で協

議することとなっておりました。 

 そこで、当委員会の行政視察についてです

が、いろいろとですね、スケジュールのほうを

ですね、見たところ、１月から２月にかけて、

一部事務組合議会や議員研修会の開催に加え、

新庁舎建設及び議会改革特別委員会の毎週開

催、あるいは各会派による視察も予定されるな

ど、過密スケジュールになっているようでござ

います。 

 このことから、委員長としては、年度内の視

察のですね、実施は見送りたいというふうに考

えておりますが、皆さんからの御意見を伺いた

いと思います。 

 御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） それでは、御異議な

しということで、そのように決しました。 

 ほかにございますか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） ほかになければ、以

上で議会運営委員会を閉会いたします。お疲れ

さまでした。 

（午後４時５４分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    平成２８年１２月７日 

議会運営委員会 

委 員 長 
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